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第171号

　人ロの動き

　11月1日現在
男5．300（＋1）

女5．383（一11）

計10．683（一10）

世帯数2．385（一2）

（）内は前月との比較発行川西町・町長根津正三　編集企画室広報係北村準一一　定価1部5円　印刷白南風社
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　　　　　　　　　　好勝負続出〃～老人クラブ将棋大会～

　取入れが一段落した先月半ばのある一日、月見荘での老人クラフ将棋大会は、約20人の名人
上手が集まって盛会でした。かつて町民娯楽大会の常連や90歳を越したご老人も参加・東西2
組に分かれて対抗戦よろしく、気長に一手一手を楽しんでいました。
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二
次
構
、
第
二
地
区
も
指
定
へ

実
施
は
4
9
～
52
年
度
間

　
目
下
、
推
進
中
の
第
二
次
農
業
構
造

改
善
事
業
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
地
域

が
大
き
く
標
準
事
業
費
を
大
幅
に
超
過

す
る
関
係
で
、
　
「
川
西
東
部
地
区
」
と

「
川
西
東
部
第
二
地
区
」
に
分
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
す
で
に
東
部
地
区
（
千
手

全
域
と
上
野
、
元
町
、
新
町
新
田
及
ぴ

下
平
新
田
）
が
、
構
造
改
善
地
区
と
し

て
の
正
式
認
定
を
受
け
、
着
々
と
本
計

画
を
樹
立
中
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
進

ん
で
い
る
の
に
加
え
て
、
近
く
、
東
部

第
二
地
区
（
橘
全
域
と
三
領
及
ぴ
小
根

岸
）
も
認
定
を
受
け
ら
れ
る
見
通
し
と

な
り
ま
し
た
。

　
計
画
地
区
と
し
て
認
定
さ
れ
れ
ば
、

先
行
し
て
い
る
東
部
地
区
と
同
様
、
関

係
農
家
の
同
意
を
得
て
本
格
的
な
計
画

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
さ
き
に
町
推

進
会
議
及
ぴ
地
区
協
議
会
で
協
議
し
た

指
定
調
査
の
内
容
等
を
記
し
て
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
段
取
り
に
な
り

ま
す
。事

業
の
基
本
構
想

　
事
業
の
ね
ら
い
は
、
農
業
だ
け
で
他

産
業
な
み
の
所
得
を
確
保
し
、
自
立
で

き
る
健
全
な
農
家
を
育
成
す
る
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
農
家
を
育
て
る
た
め
に

取
り
上
げ
る
主
要
な
作
目
は
、
米
、
た

ば
こ
、
加
工
ト
マ
ト
を
主
と
す
る
出
荷

野
菜
及
ぴ
豚
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
生
産

活
動
を
能
率
的
で
生
産
性
の
高
い
も
の

に
す
る
た
め
の
諸
施
策
と
機
械
施
設
の

導
入
等
が
事
業
の
基
本
で
す
。

　
さ
ら
に
、
米
の
場
合
で
す
と
育
苗
施

設
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
大
型
防

除
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
に
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
と
い
っ
た
機
械
一
貫
体
系
が
、
畑
作

で
は
加
工
ト
マ
ト
及
ぴ
た
ば
こ
の
育
苗

施
設
や
た
ば
こ
の
共
同
乾
燥
施
設
が
、

ま
た
、
豚
で
は
団
地
の
造
成
と
い
っ
た

と
こ
ろ
が
構
想
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
、
最
も
新
型
で
能
力
の
高

い
も
の
を
考
え
て
お
り
、
生
産
組
合
等

の
協
議
組
織
を
通
じ
て
効
率
の
よ
い
よ

う
に
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
、
機
械
化

貧
乏
を
排
除
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す

　
ま
た
、
生
産
活
動
を
企
画
し
指
導
す

る
た
め
の
営
農
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
考

え
に
は
い
っ
て
い
ま
す
。

ほ
場
整
備
と
並
行

　
こ
の
、
第
二
地
区
で
要
す
る
概
算
事

業
費
は
総
額
約
三
億
円
と
見
込
ま
れ
、

お
よ
そ
半
額
の
補
助
金
が
国
か
ら
得
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
事
業
は
、
ほ
場
整
備
事
業
の
進
行
に

あ
わ
せ
て
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
五
十

二
年
の
四
年
間
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
な
計
画
は
、

明
年
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お

細
部
に
つ
い
て
は
、
第
二
地
区
内
の
部

落
に
出
向
い
て
お
話
し
合
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
農
業
に
真
剣
に
取
り
組
も

う
と
す
る
農
家
の
生
産
意
欲
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
〃
ど
う
し
た
ら
よ
り
楽
し

い
農
業
と
な
り
、
収
入
が
増
す
か
。
〃

に
つ
い
て
、
部
落
内
の
な
か
ま
同
志
で

話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し

て
、
建
設
的
な
ご
意
見
を
ど
し
ど
し
構

造
改
善
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

係
で
は
、
そ
れ
ら
の
声
を
事
業
に
組
み

入
れ
て
、
よ
り
よ
い
構
造
改
善
事
業
を

進
め
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

・
民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
　
（
十
月
分
）

◎
寄
贈
者
ー
敬
称
略
ー

金
子
権
三
郎
（
岩
瀬
）
　
　
田
村
幸
栄

（
赤
谷
）

◎
　
座
繰
り
、
の
め
し
、
か
ら
そ
機
械

ま
す
、
花
火
筒
、
ま
ゆ
選
別
機
、
け
ば

取
り
機国

民
年
金
普
及
推

進
月
間
で
す

　
拠
出
制
の
国
民
年
金
は
、
発
足
し
て

こ
と
し
で
十
二
年
目
、
い
ま
や
、
生
活

か
ら
離
せ
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、
年
金
の
年
と
も
い
わ
れ

現
在
の
年
金
額
を
倍
額
に
し
、
二
十
五

年
間
保
険
料
を
納
め
、
夫
婦
で
月
額
四

万
円
の
年
金
を
支
給
し
今
後
の
年
金
額

引
き
上
げ
に
は
物
価
や
生
活
水
準
の
上
、

昇
と
合
わ
せ
、
自
動
的
に
額
を
改
正
す

る
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入
を
考
え
て
い
ま

す
。
給
付
面
の
大
改
善
と
と
も
に
、
財

源
確
保
の
点
か
ら
保
険
料
の
引
き
上
げ

も
当
然
見
越
さ
れ
、
高
福
祉
に
は
、
同

時
に
そ
れ
に
相
応
す
る
負
担
を
伴
う
こ

と
を
、
こ
の
際
、
あ
わ
せ
て
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

　
勤
労
者
住
宅
資
金
の

　
貸
付
け

　
　
　
　
申
込
み
は
1
2
月
1
5
日

　
　
　
　
ま
で
に

　
県
で
は
、
勤
労
者
住
宅
資
金
の
貸
付

け
限
度
額
を
百
万
円
に
増
額
（
こ
れ
ま

で
は
七
十
万
円
）
し
、
現
在
、
申
し
込

み
を
受
け
付
け
中
で
す
。

囹
対
象

　
自
分
で
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
、

　
増
改
築
ま
た
は
購
入
し
よ
う
と
す
る

勤
労
者

園
条
件

・
金
額
　
三
十
万
円
以
上
百
万
円
ま
で

　
　
の
十
万
円
き
ざ
み
の
額

・
利
率
　
年
八
・
六
，
％

・
償
還
方
法
　
十
年
以
内
の
元
金
均
等

　
　
月
賦
償
還

國
申
込
み

・
期
限
　
十
二
月
十
五
日
ま
で

・
取
扱
い
金
融
機
関
　
第
四
銀
行
、
北

　
　
越
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行
、
大
光

　
　
相
互
銀
行
の
本
・
支
店

　
そ
の
他
、
住
宅
金
融
公
庫
融
資
の
併

用
も
で
き
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
県

労
政
課
、
労
政
事
務
所
（
支
所
、
長
岡

労
政
事
務
所
小
出
支
所
口
小
出
町
大
塚

新
田
）
ま
た
は
取
り
扱
う
金
融
機
関
へ

お
尋
ね
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

年
賀
状
版
画

　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

　
信
越
郵
政
局
で
、
第
二
十
二
回
全
日

本
年
賀
状
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
信
越
予
選

の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
一
般
（
大
学
生
を
含
む
）
の
部

②
中
学
校
、
高
等
学
校
生
徒
の
部
、
③

小
学
校
児
童
（
幼
稚
園
児
を
含
む
）
の

部
、
以
上
の
三
部
に
分
け
て
、
ど
な
た

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
作
品
は
、
年
賀
状
と
し
て
創
作
さ
れ

た
も
の
で
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
ま
た
、
年
賀
を
表
わ
す
文
字
か
絵

ま
た
は
年
号
を
必
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い

　
版
式
は
、
銅
版
・
木
版
・
石
版
・
孔

版
そ
の
他
自
由
で
す
が
、
用
紙
は
、
官

製
は
が
き
に
限
り
ま
す
。

　
応
募
先
は
、
お
近
く
の
集
配
郵
便
局

締
切
り
は
、
今
月
二
十
七
日
で
す
。

刀
町
政
ポ
ス
ト
か
ら
”

　
『
た
ば
こ
は
町
内
で
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
い
ま
し
ょ
う
』
に

　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
言

　
広
報
か
わ
に
し
で
、
時
々
、
〃
た

ば
こ
は
町
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
〃
と

い
う
P
R
を
目
に
し
ま
す
。
た
ば
こ

は
、
か
ら
だ
に
良
く
な
い
か
ら
や
納
、

ま
し
ょ
う
と
い
う
の
な
ら
わ
か
り
ま

す
が
、
喫
煙
を
奨
励
す
る
よ
う
な
記

事
は
解
せ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
小
売
店
の
た
め
の
営
利
誘

導
と
も
受
け
取
れ
ま
す
。
町
の
機
関

紙
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
（
橘
地
区
一
婦
人
）

　
お
答
え
　
下
表
を
養
く

　
　
　
　
　
　
　
　
だ
さ
い
　
た
ば

こ
消
費
税
と
い
う
の
は
、
専
売
公
社

が
そ
の
年
度
に
小
売
人
へ
売
り
渡
し

た
本
数
を
基
礎
と
し
て
得
た
金
額
の

一
八
・
「
％
を
そ
の
市
町
村
に
交
付

す
る
税
金
で
す
。
当
町
は
、
郡
市
の

他
市
町
村
と
比
較
し
て
少
額
で
す
が

喫
煙
者
の
少
な
い
せ
い
だ
と
、
健
康

の
た
め
に
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
町
外
の
小
売
店
で
買
っ

て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で

喫
煙
を
奨
励
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
旅
行
や
出
か
せ
き
、
そ
の

他
所
用
で
町
外
に
お
出
か
け
の
際
は

町
内
で
ぜ
ひ
必
要
量
を
買
い
求
め
て

い
た
だ
き
、
町
財
政
に
寄
与
し
て
く

46年度たばこ消費税

市町村別 交付額 人口1人当りの額

十日町市
649～5千円

1，310

　　　　し

川西町 981．0 894

津南町 1，884．0 1，171

中里村 844．5 1．”7

平　　　　　　　均 1，212

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
次
第

で
す
。

　
な
お
、
参
考
ま
で
に
、
今
年
度
予

算
に
は
、
た
ば
こ
消
費
税
九
百
五
十

一
万
八
千
円
を
歳
入
に
見
込
ん
で
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
（
企
画
室
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑭
こ
の
町
政
ポ
ス
ト
・
今
回
は

同
様
の
趣
旨
の
も
の
が
ほ
か
に
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
害
、
騒
音
な

ど
に
対
す
る
町
へ
の
ご
注
文
と
思
わ

れ
る
投
稿
も
あ
り
ま
し
た
が
、
具
体

的
事
例
、
氏
名
も
な
く
、
照
会
や
調

査
不
能
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
保
留

に
し
て
い
ま
す
。
　
　
（
係
か
ら
）

蟄

、
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空前の盛況、町民体育祭
　　　　　　　　　地区対抗は上野が初優勝

　きれいに、ほんとうによく澄み渡った空に祝福されて、無
事、町民体育祭は終了しましたo結果は、ご存じのように、
かってない盛況を見ることができましたo嘱託員をはじめ、
関係者の一致したご努力、町民あげてのご協力に対し、あら
ためてお礼を申しますoご覧のスナツプと記録で、先月10旧
のあの活気を思い浮かべていただけるでしょうかo

↓
紅
白
玉
入
れ
で
火
ぶ
た

　
地
区
対
抗
種
目

▽
紅
白
玉
入
れ
競
争

①
上
野
②
千
手
③
橘
④
仙
田

▽
借
物
競
走

①千手

　
②
橘
　
③
仙
田
　
④
上
野

　
〈
第
一
レ
ー
ス
〉
　
①
千
手
（
喜

　
　
多
信
一
）
②
橘
③
仙
田
④

　
　
上
野

　
く
第
ニ
レ
ー
ス
V
　
①
上
野
（
今

　
　
井
徳
太
郎
）
　
②
千
手
③
橘

　
④
仙
田

　
〈
第
三
レ
ー
ス
〉
　
（
①
仙
田
（
江

　
　
口
栄
）
　
②
橘
　
（
③
千
手
　
④
上

　
　
野

▽
綱
引
き
競
争

①
上
野
②
千
手
③
仙
田
④
橘

▽
町
内
駅
伝
（
一
〇
・
五
キ
ロ
）

①
上
野
（
若
山
裕
、
水
品
辰
夫
、
押
木

和
之
、
沢
口
則
夫
、
沢
口
幹
夫
）
・
三

八
分
二
八
秒
八
　
②
千
手
・
三
八
分
四

八
秒
○
③
橘
・
三
九
分
一
五
秒
五

④
仙
田
・
三
九
分
三
ハ
秒
○
　
（
特
別

参
加
、
千
手
郵
便
局
・
四
一
分
三
八
秒

難灘墓

磯
羅

聾鞍

↓
会
場
が
一
体
の
綱
引
き

○
）

▽
消
防
団
リ
レ
ー
・
お
し
た
く
競
走

①
上
野
（
富
井
昭
平
、
水
品
亀
代
満
、

小
林
桂
太
郎
、
樋
口
潔
、
高
橋
一
郎
）

②
橘
③
午
手
④
仙
田

▽
ボ
ー
ル
送
り
競
争

①
橘
②
上
野
③
仙
田
④
千
手

▽
年
齢
別
リ
レ
ー

①
千
手
②
上
野
③
橘
④
仙
田

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
ン
種
目

　
　
　
　
（
各
種
目
と
も
一
位
の
み
）

▽
五
十
メ
ー
ト
ル
競
走

〈
小
学
校
一
、
二
年
〉
若
山
進
（
新
町

　i〔地区対抗〕
オi　総合得点
li①上野…・230点
プi②千手・…200点
ンi③橘・…170点

習i蝶灘島
　i点2位30点3位20
　i点4位10点のトータノ
　匙・・』一・齢騨り一・｝・・｝㌻噛聯り髄し｝。一．り軸一・一・り，・一｝，聯じ噺彫・噛・一一』一』DI

轄
嚢
瓢

鞭

↓
は
な
や
か
に
応
援
合
戦

新
田
）
八
秒
五

▽
八
十
メ
ー
ト
ル
競
走

く
小
学
校
三
、
四
年
）
関
口
秀
隆
（
神

社
町
）
、
小
川
修
（
赤
谷
）
一
三
秒
O

▽
百
メ
ー
ト
ル
競
走

く
男
子
V
小
学
校
五
、
六
年
・
佐
藤
敦

（
山
野
田
）
曲
五
秒
一
　
十
代
・
丸
山

和
夫
（
中
島
町
）
一
二
秒
五
　
二
十
代

・
目
黒
一
好
（
東
善
寺
）
一
二
秒
O

〈
女
子
〉
小
学
校
五
、
六
年
・
遠
田
由

紀
子
（
山
野
田
）
一
四
秒
九
　
中
学
・

樋
口
澄
江
（
中
仙
田
）
一
四
秒
九
　
十

代
・
平
野
久
代
（
東
善
寺
）
一
五
秒
五

二
十
代
・
酒
井
智
子
（
田
中
町
）
一
四

秒
七
　
三
十
代
・
南
雲
キ
ミ
イ
（
中
仙

田
）
一
七
秒
六

▽
走
り
高
飛
ぴ

〈
男
子
〉
山
岸
益
雄
（
霜
条
）
　
一
メ
ー

ト
ル
六
八
　
〈
女
子
〉
小
沢
千
代
（
中

央
町
）
一
メ
ー
ト
ル
三
〇

▽
走
り
幅
飛
ぴ

く
男
子
V
目
黒
一
好
（
東
善
寺
）
六
メ

ー
ト
ル
〇
七
　
　
〈
女
子
〉
清
水
貴
子

↓
み
ご
と
な
マ
ス
ゲ
ー
ム

↑
選
手
団
勢
ぞ
ろ
い

（
山
野
田
）
三
メ
ー
ト
ル
四
二

▽
八
百
メ
ー
ト
ル
競
走

〈
男
子
〉
丸
山
和
夫
（
中
島
町
）
二
分

二
三
秒
O
　
〈
女
子
〉
平
野
久
代
（
東

善
寺
）
三
分
一
八
秒
一

・
↓
上
野
に
優
勝
カ
ッ
プ
が

↑
駅
伝
一
位
の
ゴ
ー
ル
イ
ン

↓
幼
児
総
参
加
で
徒
競
走
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主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金

　
　
　
　
　
　
配
偶
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
は
、
月
収
二
万
六
千
円
ま
で

　
最
近
、
主
婦
の
か
た
で
、
企
業
の
求

め
に
応
じ
て
働
く
人
が
ふ
え
て
い
ま
す

　
そ
の
う
ち
の
、
主
婦
が
パ
ー
ト
で
働

い
た
と
き
の
収
入
と
所
得
税
の
関
係
は

ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
大
筋
と
し
て
は
、
主
婦
の
パ
ー
ト
に

よ
る
所
得
（
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
差

し
引
い
た
も
の
）
が
一
定
額
以
上
の
と

き
は
、
夫
の
所
得
金
額
か
ら
配
偶
者
控

除
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か

ら
、
そ
の
分
だ
け
、
夫
の
所
得
税
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら

れ
る
所
得
の
限
度
は
、
パ
ー
ト
な
ど
の

場
合
、
年
間
十
五
万
円
で
す
。

　
パ
ー
ト
収
入
は
、
ふ
つ
う
給
与
所
得

と
な
り
ま
す
か
ら
、
収
入
か
ら
給
与
所

得
控
除
を
差
し
引
い
た
も
の
が
所
得
と

な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
所
得
十
五
万
円
は
年
間
収

入
で
三
十
一
万
八
千
円
に
相
当
し
ま
す

か
ら
、
パ
ー
ト
の
収
入
が
、
こ
れ
よ
り

少
な
い
と
き
は
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
舘
万
2
千
円

　
以
上
か
ら
所
得
税

　
つ
ま
り
、
一
か
月
の
収
入
が
平
均
し

て
二
万
六
千
五
百
円
よ
り
少
な
い
と
き

は
、
税
金
の
心
配
は
な
い
と
い
う
こ
と

＝
≡
…
≡
…
≡
…
一
…
＝
≡
…
＝
…
＝
＝
一
≡
…
＝
…
＝
…
＝
＝
一
≡
…
…
≡
≡
＝
≡
一
＝
…
一
＝

各種予防接種のお知らせ

＝健康管理室＝

月。日 時　　間 会　　場
予　　防

接種名
対象

12．4
1．00～

　　2．00 役場分室 種痘判定 一般

〃．6
1．30～

　　2．OO
母子センター 〃 〃

”●”

3．10～

　　3．30 木落保育所 〃 〃

〃．7
1．30～

　　2．00 橘出張所 〃 〃

で
す
。
逆
に
、
主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
が

年
間
三
十
一
万
八
千
円
以
上
に
な
る
と

夫
の
所
得
税
計
算
の
際
、
配
偶
者
控
除

は
受
け
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
収
入
が
も
っ
と
多
く
な
り
、

年
間
三
十
八
万
二
千
円
以
上
に
な
る
と

給
与
所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
残
り
が

基
礎
控
除
で
あ
る
二
十
万
円
を
越
え
ま

す
の
で
、
主
婦
自
身
が
独
立
し
て
納
税

者
と
な
り
、
所
得
税
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
主
婦
の

場
合
、
パ
ー
ト
収
入
が
年
間

t
　
三
十
一
万
八
千
円
よ
り
少
な
い
と

　
き
は
、
配
偶
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る

　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
r
当
曾
マ
、

～M顛M矧M
●

MMM
●

2
　
三
十
一
万
八
千
円
以
上
で
、
三
十

　
八
万
三
＋
円
よ
り
少
な
い
と
き
は
、

　
配
偶
者
控
除
は
受
け
ら
れ
な
い
が
所

　
得
税
は
か
か
ら
な
い
。

a
　
三
十
八
万
二
千
円
以
上
の
と
き
は

　
配
偶
者
控
除
を
受
け
ら
れ
な
い
の
は

　
む
ろ
ん
の
こ
と
、
所
得
税
が
か
か
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

所
得
税
、
第
二
期
分

の
納
税
は
今
月
末

　
十
一
月
は
、
所
得
税
第
二
期
分
の
納

税
の
月
で
す
。

　
納
税
額
は
、
六
月
中
旬
に
一
期
分
と

へ
（
●
～
●
～
●
～
●
～
○
～
●
～
の
～
●
～
●
～
．
～
．
～
●
～
●
～
●
～
●
●

●～●～●～●～●～●～●～●～

・
．
轟
瞬

い
っ
し
ょ
に
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
そ
の
金
額
を
今
月
中
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
期
を
過
ぎ
ま
す

と
、
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
に
。

　
な
お
、
納
め
る
際
は
、
振
替
納
税
制

度
を
利
用
さ
れ
る
よ
う
お
勤
め
し
ま
す

こ
の
制
度
を
希
望
さ
れ
る
場
合
の
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
当
署
も
し
く
は
金
融

機
関
の
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
ー
十
目
町
税
務
署
ー

縢
・
窓
謝

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

錦鯉にはなやぐ　先月24日、川西中学校プーノ賦時な
　　　　　　　　　　　らぬにぎわいを見せました。郡市の錦鯉
品評会（ならぴに即売会）が開かれたのです。
　品評会では、当町白倉産地自慢の逸品が好成績を収め、即売会
も300万円程度の取り引き高を記録して幕とはなりました。

　ヘノ　ヘノ　ハげ　ハリ　　　ヘノ　ヘノ　ヘゾ　ヘノ　ヘノ　ヘノ　　　　　へげ　　　　　ヘノ　ヘノ　ヘノ　　

片羽関市　◎マ》σ◎σb◎’◎　滋村大野登佐

翠繋辮辮鎌簗欝響釜
　
　
　
佐
久
間
美
紀
造
沖
　
立

　
　
　
高
澤
イ
ツ
　
小
根
岸
か
ら

　
　
　
平
野
　
　
博
　
永
久
公
舎

　
　
　
新
町
　
ミ
カ
　
鹿
児
島
か
ら

　
　
　
小
林
紀
平
元
町

　
　
　
長
　
久
美
子
　
東
　
京
か
ら

　
　
　
渡
邊
明
達
上
野

　
　
　
田
中
　
延
子
　
東
　
京
か
ら

昇
天
i
ご
め
い
福
を
祈
る

～
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
●
～
k
　
水
落
長
一
郎

学
校
町

学
校
町

仁
田

小
白
倉

仁
田

納
税
メ
モ

今
月
は

　
　
固
定
資
産
税

　
　
　
第
四
期
分
の
納
期
で
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
一
月
一
日
現

在
の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
か
ら
、

売
買
が
行
な
わ
れ
た
と
き
は
、
す

み
や
か
に
所
有
権
移
転
の
登
記
を

ま
た
、
家
屋
を
建
築
し
た
り
取
り

こ
わ
し
を
す
る
場
合
に
は
、
必
ず

役
場
建
設
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
登
記
や
届
け
出
が
遅
れ
ま
す

と
、
実
際
に
は
所
有
し
て
い
な
く

て
も
、
納
税
義
務
は
消
滅
し
ま
せ

ん
か
ら
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
来
月
は
、
町
、
県
民
税
第
四
期

分
の
納
期
で
す
。

繊
太
田
白
嚢

　
　
　
　
小
白
倉
　
片
桐
玉
章

貨
車
つ
な
ぐ
音
に
目
覚
め
て
朝
寒
し

石
エ
の
焚
火
に
栗
を
焼
い
て
い
る

嫁
ぐ
娘
に
教
え
つ
輩
漬
菜
を
洗
う

大
輪
の
菊
を
並
べ
て
一
閑
寺

　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
凡
石

こ
こ
ら
ま
で
落
葉
宮
居
の
大
棒

時
雨
る
る
や
工
場
す
で
に
灯
せ
る

　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

木
犀
の
風
に
蝶
々
舞
い
戻
り

物
置
け
ば
そ
こ
に
生
れ
て
秋
の
影

　
　
　
　
　
東
山
平
野
S
子

む
ら
さ
き
に
昏
る
る
山
並
鳥
渡
る

赤
の
ま
ま
見
て
い
て
思
い
一
と
す
じ
に

　
　
　
　
　
長
岡
金
子
且
雀

見
渡
し
て
枯
野
の
芒
吹
く
ば
か
り




